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就業構造基本調査でなにが見えてくる？？
（丹後地域の女性の有業率から）

　平成24年就業構造基本調査の結果から、京都府と府内各地域の15歳以上の女性の有業率（15
歳以上人口に占める有業者*の割合）を見てみましょう。
　丹後地域の女性の有業率が他の府内各地域より高くなっています。
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*有業者…ふだん収入を得ることを目的として仕事をしている者をいいます。 

　次に年齢別（10歳階級）に、丹後地域、京都市、京都府の15歳以上の女性の有業率を見てみま
しょう。　　　
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年齢別で見ても
丹後地域の女性
の有業率は高い
ですね。 

就業構造基本調査は、全国及び地域別の就
業・不就業の実態を明らかにする調査です。 
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